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特集　全国縦断仕事おこしシンポ

　今日は大変楽しく有意義な集会に参加させ
ていただきまして、大変ありがとうございま
した。
　司会の田渕先生が最初におっしゃいました

ように、政府は権力を原理とし、企業は営利
を原理として行動している。それに対して市
民社会の人々、組織は人と人とのつながり
と、かけがえない役割の発揮ということを原
理として行動しているのではないか、という
主旨だったと思います。
　堀内ILO駐日代表は、グローバル化の中で
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なわち子どもたちが自由にのびのび自分を表
現できて、自分も他人も尊重できて、子ども
の笑顔が地域にあふれて、それを見守る大人
がいる地域社会にすることが我々コムステの
ゴールということなんです。それが実現でき
た時に、コムステの使命が達成されて、役割
を終えてなくなるのか、また新たな社会的
ニーズが見つけられれば、またそれに向かっ
て走っていくと言うことなんでしょうけれど
も。
　現在、コムステの常勤スタッフの人数は2
人です。僕と事務局長で動いているんですけ
れども、2001 年の経済産業研究所の調査に
よると、NPO1 団体当たりの事務局スタッフ
の平均人数は6.3人だそうです。常勤より圧
倒的に非常勤が多く、スタッフと雇用契約を
結んでいるNPOは3割強だそうです。ちなみ
に僕らコムステは結べていません。2,3年後
には結べるように努力していくつもりです。
健康保険や雇用保険に加入しているNPOも2
割台ですごく低い現状です。このように、コ
ムステを含めた多くのNPOでまだまだ労働環
境が整っていないのが現状です。
　行政や企業から来る委託費や補助金は、個
別の事業に対する費用がほとんどで、事務局
経費や人件費に回すお金はまた別に捻出しな
ければダメだ、となっています。僕もその一
人なんですが、NPOで働くことへの期待の裏
側には、現実という高い高い壁が立ちはだ
かっているんです。この期待と現実の大きな
落差、それから零細組織につきものの資金難
と人材難という悪循環があり、これらが日本
のNPOがこれから解決していかなければなら
ない課題かな、と思っています。
　その課題を解決するにあたり、行政や企業
の隙間市場を開拓して、それを育てるアイデ
アを持って、企画力と行動力のある人材育成

が必要不可欠になってくると思います。その
他にも、寄付税制の充実やNPO向けの融資制
度も必要だと思います。
コムステもこれからより一層努力していきた
いと思いますので、ご支援のほどよろしくお
願いいたします。
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の人間と労働の尊厳の回復、そのために市民
社会組織と協同組合の仕事おこしが台頭して
いる、ということをおっしゃったと思いま
す。
　本当に厳しい時代、失業の時代、企業が働
く人をリストラして生き残っていく時代、あ
げくの果てには戦争経済が出現してきた時
代、そして高齢社会をどうするかという社会
のあり方そのものが根本から問われている、
そういう時代の中で生活者・市民の側から、
また働く者の側から、どのようなあり方が求
められているのかということが追求された一
日だったと思います。
　生活者の側という点では、私はいつも高齢
者協同組合の我妻さんのお話には教えられる
ところ、感動するところが多いのですが、寝
たきりにならない・させない、高齢者自身に
よる福祉であり、高齢者が社会に貢献し仲間
を支えていくことによって元気になっていく
という新しいやり方を、高齢者が主体となる
時に打ち出すことができた、ということであ
ると思います。まちづくりについても、丸藤
さんの言われる「混ざる・見つける・楽しむ」
というまちづくりのあり方が、最後に「それ
が仕事につながるだろう」と予言のようなこ
とで終わっていたと思いますが、私もそのよ
うに将来を楽観視しております。
　もうひとつ、今日大きく問われたのは、仕
事おこしという大テーマだったと思います。
仕事おこしは、企業もやらない・やれない、
行政もやれない、ということだとすると、企
業が儲けるためにどういう事業をするのかと
いう発想ではなくて、人間の労働に何が求め
られているのか、ということを働く人々、市
民自身が考え、見つけ出し、おこすという時
代がきているということが、明らかになって
きているのではないかと思います。

そのことを突き詰めていくと、結局のところ
餌取さんの言い方をすれば、人と向かい合
う、あるいは人の死・人生と向かい合う、そ
の中で共に生きていくといった仕事なのでは
ないか、と。そういう仕事が人間の労働にま
すます求められる時代がやってきた。それが
今の子育てでもあったりする、ということで
はなかったかと思います。
またその仕事の幅は、現田さんが言われたよ
うに、高齢者が人間らしく生きていこうと思
えば、掃除の問題から片付けの問題まで、さ
まざまな広がりがあり、ケアだけではないん
だ、ということも言われただろうと思いま
す。
　そして、そのような労働を考えますと、こ
れまでの労働、つまり企業が儲けるために労
働者を雇って、労働者はそこで働かせてもら
うというあり方、「雇う・雇われる」という
労働の関係から、働く人自身が自分たちで夢
を共有しながら、自分たちと地域の必要と願
いを実現するような仕事を自ら出資して、自
ら経営責任を負っておこしていく、という新
しい労働と経営のあり方というものが始まっ
ているということが、今日さらに明らかに
なっただろうと思います。
　私はそのことに付け加えて、働く人が主人
公になって人と地域に役立つ仕事をおこし始
める時、それは当然にも利用者の共感、利用
者の参加、地域の人々の共感と参加というも
のを呼び起こしていくだろうと思います。み
そ造りについても、これがまちづくり、地域
農業を持続していくというかけがえのない仕
事なんだ、ということの中から、年間家賃2
万5千円というそんなべら棒な話が出てくる
わけですね。儲けるために何かやるというこ
とであっては決してそんな共感や協力は組織
できなかったであろうと思います。その意味
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で新しい労働のあり方が新しい経営のあり
方、協同の経営のあり方というものを呼び起
こしつつあると受け止めました。
　池田さんが言われたように、自分たちも首
を切られた、働く権利を奪われた、その視点
でもう一度地域を見てみると、同じような
人々がいる。その時に一緒になって仕事をお
こしていく。そして、さらに協同労働を広げ
ていくと共に、NPO、非営利・協同の大きな
輪にしていく、ということを言われたと思い
ます。ここの取り組みを超えて、地域の大き
な連帯をつくり出していく、というところに
まで私たちの協同労働、市民社会というもの
が発展してきているのではないか、と思いま
す。
　私たちは、最初は失業者の仕事を何とかし
て確保したい、というところからのスタート
だったのですが、今日伺ってみて、ワーカー
ズコレクティブの人たちと本当に大きな一致
点というか共通のところにきているな、と思
いました。人と地域を豊かに支えていくとい
う仕事に合流しつつあると受け止めていま
す。
　そのことを私たちは協同労働と言っている
わけなんですが、初めは働く人が出資し、経
営責任を負い、仕事をおこすという、働く人
の側の協同を考えていたのですけれども、利
用する人々と協同し、その協同を広げてい
く、というところまで協同労働ということを
考えるようになりました。そうすると協同労
働は、失業社会とか戦争経済という物騒な時
代の中で、人と人とが共感し合いながら新し
い人間らしい経済社会をつくっていく、その
源になる労働なのではないか。そのような仕
事が至る所でおこされていくときに、失業が
根底から克服されていく、そういう展望が開
かれるのではないか、と考えたわけです。

　今、この協同労働による仕事おこしが、大
変公共的な意味を持っているということが、
行政も含めて認知をされつつあります。子育
てのNPOの羽田さんがおっしゃったように、
NPOで本当に人の役に立つことで働いていけ
たらと思うのですが、なかなかこれが収入に
ならない、生活できないという事態がある。
しかし、この仕事こそ本当はこれからの社会
が必要としているし、社会的にそれが成り立
つように保障しなければならない。そのこと
をまず、働く人が協同労働の視点に立って仕
事をおこしながら、やがてそれが立派に仕事
としても職業としても成立していく、という
ように持っていかなければならない。
　それが今、私たちが求めている協同労働の
協同組合法の制定、そして新しい協同の仕事
というものを社会的公共的に位置付けるとい
うことです。何にしても、今求められる仕事
は極めて公共性の高い仕事です。しかもそれ
は市民自身が、働く人自身がおこしていくと
いうことになってくる。そして働く人が一生
をかけて自らの仕事の展望を切り開いていく
ということそのものが、失業時代において極
めて優先的な公共政策の課題にあります。
福祉という視点を切り口にしながら、地域に
仕事と暮らし、仕事と仕事の循環を作り出し
ていくことが大変公共性の高い仕事であり、
そのためにこのような協同労働の協同組合法
というものを制定しなければならないという
ことが次第に理解を得つつあるということだ
と思います。
　私たちがポイントにしているのは、NPOと
並んで、もっと事業性の高い、それ自体事業
としてしっかりと成り立つ、しかし社会的な
目的を決して手放さない、という新しい働き
方、新しい事業のあり方というもので、しっ
かりと事業契約が自治体との間で優先的にで



33

協同の發見 2003.6No.131

きるということが成り立つような、新しい法
人格を求めている、ということが根本にあり
ます。
　NPO一般と少し違うのは、働く人が出資を
する、働く人が経営に責任を持ち事業として
発展させていくということを根幹とするとい
うことです。そして、新たに多くの仕事をつ
くり出していくために学び、研修し、地域福
祉を広げていくということに使い続けるとい
う、いわば社会連帯の協同の経営ためにその
剰余が使われ続けていく、ということをう
たっているところです。
　政府も企業もやれないような仕事おこしと
いうことについてやる公共的な使命を持った
事業体だからこそ、その部分＝組合員に分配
しない積立金の部分について、税制上の優遇
をして働く人 ・々市民の仕事おこしを促進し
ていく、という自立支援の法制を今求めてお
り、それが大きな理解を得ながら現実的に制
定の展望が切り拓かれようとしています。
この点についても、今日参加の皆さんが、さ
らにご理解をいただいて一緒に進んでいただ
けたらということをお願いしまして、まとめ
とさせていただきます。ありがとうございま
した。
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　今日は、NPO、ワーカーズコープ、ワーカー
ズコレクティブの実践例やいろいろな経験、
そしてそれの前提となる枠組みの話も国際的
な観点から、あるいは雇用状況も含めて話し
ていただいたわけですけれども、私としては

　二つほどそれに付け加えて考えておかなけ
ればならない問題があるのではないかと思い
ます。
　一つは、80 年代以降の雇用問題について
です。先ほど構造改革はリストラだというご
指摘が現田さんからありました。第三次産業
革命という大げさな呼び方をする人もいま
す。従来は産業構造が変われば新しい産業の
ところで雇用が増えるという話だったのが、
ＩT革命ではそうはならない、サービス産業
は増えるだろうと最初言われていたのが、こ
れも全然増えない、というような転換です。
　しかし、全体から見ると、つまり人間の労
働を機械が替わってやっていくということで
すから、単純化していえば本来なら人間の労
働時間は少し減ってもいいはずなんですね。
それがそうならないのはどうしてなのか、と
いうことを考える必要がありそうだな、と思
います。
　他の国の話をしてもあまり直接役には立ち
ませんが、私の専門は中部ヨーロッパの小さ
い国です。その中でもオランダがこの間、比


